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◆
麓
の
店
先
き

皆
川
　
正
枝

一
、
山
の
ふ
も
と
の
店
先
き
に
／

野
菜
く
だ
も
の
置
い
て
あ
る
／
店

の
主あ

る
じ

が
今
日
も
ま
た
／
流
れ
る 

雲
に
ひ
と
り
ご
と
／
い
つ
も
と
同

じ
朝
ま
だ
き

二
、
ス
ス
キ
、
ホ
オ
ズ
キ
、
カ
ラ

ス
ウ
リ
／
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
置
い

て
あ
る
／
赤
い
帽
子
の
女
の
子
／

母
親
の
手
を
握
り
し
め
／
じ
っ
と

見
て
い
る
昼
下
が
り

三
、
夕
日
の
染
ま
る
店
先
き
は
／

汗
の
臭
い
の
山
男
／
ひ
と
り
小
さ

な
男
の
子
／
父
親
の
手
を
振
り
は

ら
い
／
あ
か
ね
の
ト
ン
ボ
追
っ
て

い
る

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８

催
　
し

自
然
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン
バ
ス

親
子
グ
リ
ー
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
。
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

（
埼
玉
県
比
企
郡
）
に
向
か
い
ま

す
。
広
大
な
公
園
で
自
然
に
親
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
８
日
㈯
午
前
８
時
～

午
後
５
時

集
合
場
所
＝
利
根
川
敷
島
河
川
緑

地
多
目
的
広
場

対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
大
人
１
，
５
０
０
円
、
小

学
生
１
，
０
０
０
円

申
８
月
17
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
、
市
役

所
公
園
緑
地
課
内
「
前
橋
市
ま
ち

を
緑
に
す
る
会
」（
☎
８
９
８
―

６
８
４
２
）へ

伝
統
野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

本
市
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
上
泉

大
根
と
宮み

や
う
ち内

菜
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
収
穫
後
、
大
根
は
干
し
て

た
く
あ
ん
漬
け
に
仕
上
げ
ま
す
。

日
時
＝
〈
種
ま
き
〉
９
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分〈
た
く
あ
ん
漬
け
〉

12
月
上
旬

会
場
＝
前
橋
北
部
地
区
農
畜
産
物

直
売
所「
味
菜
」の
農
場（
荻
窪
町
）

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

先
着
20
人

費
用
＝
２
，
０
０
０
円

申
８
月
８
日
㈬
か
ら
同
所
（
☎
２

６
４
―
３
１
６
６
）へ
直
接

生
活
楽
し
む
ヒ
ン
ト
見
つ
か
る

暮
ら
し
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
開

催
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
箸
の
製
作
体
験
が

で
き
る
ほ
か
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
ラ
ン
チ
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時
＝
９
月
７
日
㈮
午
前
10
時

集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅

対
象
＝
一
般
、
先
着
18
人

費
用
＝
７
，
８
５
０
円

申
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
県
観
光
物

産
国
際
協
会
☎
２
４
３
―
７
２
７

４
へ募

　
集

教
え
て
あ
な
た
の
発
明
品

発
明
考
案
展
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
生
活
の
改
善
や
合
理
化
の

た
め
に
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
発
表

し
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
未
発
表
作
品
。
縦
・
横
・

高
さ
各
１
㍍
以
内
で
20
㌔
㌘
以
内

申
９
月
５
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
、
前
橋
商
工
会
議
所

（
☎
２
３
４
―
５
１
１
３
）
へ
直

接市
民
の
う
た
に
曲
を
つ
け
よ
う

本
年
度
の
「
市
民
の
う
た
」
作

詞
部
門
の
市
長
賞
は
、
皆
川
正
枝

さ
ん
の「
麓
の
店
先
き
」に
決
定
。

こ
の
歌
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
募

集
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
11
月
25

日
㈰
の
市
民
音
楽
の
つ
ど
い
で
発

表
し
ま
す
。
楽
譜
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
市
長
賞
・
奨
励
賞
に
選
ば
れ

た
作
品
の
著
作
権
は
、
市
文
化
協

会
音
楽
部
会
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
（
３
年
以
内
に
市
長
賞

を
受
賞
し
た
人
を
除
く
）

作
品
形
式
＝
五
線
紙
に
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
記
入

申
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
郵
送
で
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
勤

務
先
・
学
校
名
）・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
４

朝
日
町
二
丁
目
18
―
２
・
江
原
満

里
子
さ
ん
方
・
市
文
化
協
会
音
楽

部
会「
市
民
の
う
た
」係（
☎
２
２

４
―
３
６
２
９
）へ

５
６
へ講

座
・
教
室

外
国
人
向
け
の
だ
ん
べ
え
教
室

国
際
交
流
推
進
事
業
多
文
化
共

生
講
座
「
だ
ん
べ
え
踊
り
教
室
～

前
橋
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う
」
を

開
催
。
知
り
合
い
の
外
国
人
に
も

ぜ
ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
３
日
～
10
月
１
日
の

月
曜
４
回
、
午
後
７
時
30
分
～
９

時会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国

人
、
先
着
30
人

申
８
月
20
日
㈪
ま
で
に
文
化
国
際

課
☎
８
９
８
―
６
５
１
６
へ

危
険
物
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

危
険
物
取
扱
者
の
た
め
の
保
安

講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
①
９
月
６
日
㈭
午
前
９
時

～
正
午
②
同
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
③
９
月
７
日
㈮
午
前
９
時

～
正
午
④
同
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

会
場
＝
消
防
局

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
、
先
着
各
１
０
０
人
。
①
継

続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
、
前
回
の
受
講
日
か
ら
３
年
が

経
過
す
る
②
新
た
に
従
事
す
る
か

再
び
従
事
し
た
日
か
ら
１
年
が
経

過
す
る
（
従
事
し
た
日
か
ら
過
去

２
年
以
内
に
免
状
が
交
付
さ
れ
て

い
る
か
講
習
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
く
）　

費
用
＝
４
，
７
０
０
円

申
８
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時
に
免
状
か
そ
の

写
し
を
用
意
し
、
消
防
局
予
防
課

内
前
橋
地
区
危
険
物
安
全
協
会

（
☎
２
２
０
―
４
５
０
９
）
へ
直

接親
子
で
赤
城
の
自
然
を
満
喫

赤
城
少
年
自
然
の
家
で
自
然
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
自
然
の
中
で
親
子
の
絆
を
深
め

よ
う
！
家
族
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ

期
日
＝
９
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
４
歳
以
上
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
24
人

内
容
＝
野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
、
テ
ン
ト
設
営
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
遊
び

費
用
＝
中
学
生
以
下
４
，
５
０
０

円
、
一
般
５
，
１
０
０
円

申
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
同
家
☎
２

８
７
―
８
２
２
７
へ

語
り
部
の
案
内
で
古
墳
を
学
ぶ

夏
休
み
古
代
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

勾ま
が
た
ま玉

作
り
や
古
墳
案
内
な
ど
で
、

古
代
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
４
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
11
時
、
大
室
公
園
民
家
園
集

合対
象
＝
〈
勾
玉
作
り
〉
小
学
生
以

下
と
そ
の
保
護
者
、先
着
30
人〈
古

墳
案
内
〉ど
な
た
で
も

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
―
９

８
７
５
へ

感
じ
て
み
よ
う
茶
の
心

日
本
の
伝
統
文
化
を
気
軽
に
体

験
で
き
る
、
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

□
茶
道（
表
千
家
流
）

日
時
＝
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
の

２
回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
小
中
学
生
、
先
着
20
人

費
用
＝
６
０
０
円

申
９
月
13
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学 

年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
役

所
文
化
国
際
課
内
市
文
化
協
会（
☎

８
９
８
―
５
８
５
６
）へ

前
橋
文
学
館☎

２
３
５
―
８
０
１
１

□
文
学
館
講
座「
絵
手
紙
を
描
こ

う
」

日
時
＝
８
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬
の

２
回
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
20
人

申
８
月
16
日
㈭
ま
で
に
同
館
へ

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
―
３
２
１
１

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

講
座
名
・
期
日
＝
下
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

心
を
つ
な
ぐ
手
話
の
入
門
講
座

手
話
の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
＝
９
月
15
日
～
11
月
17
日
の

土
日
曜
７
回
、
午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
県
立
聾
学
校
（
天
川
原
町

一
丁
目
）

対
象
＝
県
内
在
住
の
人
、20
人（
抽

選
）

申
８
月
15
日
㈬
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
理
由

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
０

３
天
川
原
町
一
丁
目
４
・
県
立
聾

学
校
（
☎
２
２
３
―
３
２
３
３
）

へ

高崎高崎だより

ルネサンスの巨匠レオナルド・ダ・ヴィン
チの企画展を開催します。ダ・ヴィンチのア
イデアが詰まったノートや立体模型など15 
0点以上を紹介。万能の天才ダ・ヴィンチの
さらなる魅力に迫ります。展示は全てファク
シミリ版（精巧に作られた複写）です。
日時＝９月17日㈪まで、午前10時～午後６
時（月曜を除く。金曜は午後8時まで）
会場＝高崎市美術館（高崎市八島町）
入場料＝一般800円、高校・大学生＝500円
問同館☎027―324―6125へ

レオナルド ･ ダ ･ ヴィンチ 
もう一つの遺産

前橋の子育てサポーター
「まかせて・どっちも会員」を募集

ファミリー・サポ
ート・センターでは、
自宅での子どもの預
かりなど、子育ての
手伝いをする「まか
せて・どっちも会員」
を募集。その説明会
と講習会を開催しま
す。事前申し込みで
先着５人まで未就学児の託児ができます。
日時＝９月４日㈫～７日㈮の４回、午前９時
～午後４時（７日は午後４時30分まで）
会場＝勤労女性センター（総合教育プラザ内）
対象＝一般、先着30人
申８月24日㈮までにファミリー・サポート・
センター☎230―9007へ

８/９～15（場外）

８/17～19

８/20～22（場外）

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

家族で種をまこう

前橋テルサカルチャーサロン
講座名 期日

ワードで正しいビジネス文書の作り方
８月25日㈯

自分のペースでワード＆エクセル個別練習

ビジネスでの話し方入門～報・連・相の仕方 ９月１日㈯

※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか
同館ホームページ（http://www.maebashi-ppc.or.jp/terrsa/）を
ご覧ください。

自画像

あなたも子育てサポーターに


